
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み  き           も  り 森町森林組合 

秋 号  
発行日 ２6．10．25 

森
町
森
林
組
合
第
五
十
四
回
通
常
総
代
会
を
開
催 

～
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
る
～ 

新たな『若い力』加わる 
 

緑の雇用で 3 年間、仕事と研修をします。3 年

間のうちは資格を取ることや、技術の向上に努め

たいです。最初は周りを見て勉強していくと思い

ますが、3 年後には自分が後輩にアドバイスや指

導をできる人材になっていたいです。だからこ

そ、最初の 3 年間を大事に積極的に仕事に取り

組みたいです。作業は怪我なく行うと同時に、作

業効率を落とさないようにするのが目標です。 
 私の理想は体が動く限りは林業をやっていく
ことです。 

九
月
二
十
九
日
、
森
町
三
倉
の
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
五
十
四
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

代
・
役
員
を
始
め
、
御
来
賓
と
し
て
、
森
町
長
・
村
松
藤
雄
氏
、
静
岡
県
中
遠
農
林
事
務
所
長
・
岡
村
孝
氏
、
静
岡
県
森
林

組
合
連
合
会
長
代
理
・
大
場
紘
一
氏
、
地
元
町
議
会
員
の
御
臨
席
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
議
事
に
入
る
前
に
鈴
木
組
合
長
は
、

日
頃
の
組
合
運
営
に
於
い
て
夫
々
の

立
場
で
、
ご
指
導
ご
協
力
頂
い
て
い
る

事
に
対
し
冒
頭
お
礼
申
し
上
げ
挨
拶

致
し
ま
し
た
。 

『
昨
年
は
安
倍
政
権
の
経
済
対
策

に
よ
り
企
業
収
益
の
増
大
に
伴
い
、
設

備
投
資
や
雇
用
の
拡
大
に
よ
り
失
業

率
の
低
下
や
、
個
人
消
費
の
拡
大
が
見

ら
れ
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需

要
も
あ
り
、
住
宅
着
工
数
も
前
年
度
対

比
十
一
㌫
増
の
九
十
八
万
戸
と
な
り
、

木
材
価
格
も
、
特
に
ヒ
ノ
キ
材
の
高
騰

も
あ
る
な
ど
、
我
々
林
業
界
に
於
い
て

も
一
時
、
明
る
い
兆
が
見
ら
れ
ま
し

た
。 

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
決

定
、
富
士
山
・
三
保
の
松
原
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
な
ど
、
少
し
明
る
い
展
望

が
見
え
て
来
た
様
な
気
が
致
し
ま
し

た
。 

ま
た
、
戦
後
、
全
国
的
に
植
林
さ
れ
た

木
が
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

十
八
㌫
ま
で
落
ち
た
木
材
自
給
率
を

平
成
三
十
一
年
に
は
、
五
〇
㌫
以
上
と

す
る
国
の
森
林
・
林
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
基
づ
き
、
需
要
と
供
給
を
連
動

し
て
進
め
る
こ
と
が
、
我
が
国
の
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

 

静
岡
県
に
於
い
て
も
木
材
生
産
量

五
十
万
㎥
を
目
標
と
し
て
大
手
合
板 

会
社
（
株
式
会
社
ノ
ダ
）
を
誘
致
し
て

需
要
の
拡
大
と
共
に
供
給
態
勢
の
確

立
を
促
し
て
お
り
ま
す
。 

我
々
林
業
に
携
わ
る
者
に
取
っ
て

も
、
大
切
に
育
て
た
木
材
を
有
効
に
活

用
す
る
と
共
に
、
森
林
の
果
た
す
多
面

的
機
能
を
十
分
に
発
揮
出
来
る
様
、
森

林
整
備
を
す
る
事
が
義
務
で
あ
り
森

林
組
合
と
し
て
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

木
材
価
格
の
上
昇
が
望
め
な
い
現

状
の
中
で
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ

と
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
集
約
化
を
図
り

路
網
の
整
備
と
機
械
化
を
進
め
る
事

で
、
生
産
性
を
上
げ
少
し
で
も
多
く
木

材
代
金
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
り
ま
す
。 

当
組
合
と
し
て
も
地
籍
調
査
に
よ

り
境
界
の
明
確
化
を
図
り
つ
つ
、
森
林

経
営
計
画
を
樹
立
し
て
、
そ
の
実
現
に

向
け
更
な
る
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

国
・
県
で
進
め
る
林
業
施
策
を
フ
ル

に
活
用
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
本
年
度

も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。 

組
合
員
皆
さ
ん
の
更
な
る
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
行

政
を
始
め
関
係
機
関
の
変
わ
ら
ぬ
、
ご

指
導
と
御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
』 

と
挨
拶
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

続
い
て
議
長
に
大
久
保
地
区
の
花

島
愛
祐
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、

上
程
し
た
第
一
号
議
案
か
ら
第
九
号

議
案
を
審
議
し
、
多
数
の
賛
成
を
得

て
、
可
決
決
定
さ
れ
無
事
総
代
会
を
終

了
致
し
ま
し
た
。 

   

原木選別評価士 ～新たに 1 名加わる～ 

製材工場や合板工場等の需要ニーズに応じて、木材を効率的・

安定的に供給するため山土場や中間土場で、需要先毎(製材工場・

合板工場等)の仕分け・検尺等が出来る人材を、静岡県独自の「原

木選別評価士」として、新たに鈴木清之が合格しました。 
 
 
 
       

認定証書 
       
      鈴木孝義・鈴木啓史  鈴木清之 
        (H25 取得)    (H26 取得) 

 

山出 哲聖（20 歳） 
袋井市出身・静岡県立農林大学校卒業 

  

 

第 21 回静岡県伐木造材技術競技会 

静岡県木材協同組合連合会長賞受賞 
9 月 18 日島田市の

民有林に於いて第 21
回静岡県伐木造材競

技会が会員 170 人の

参加を得て開催され

ました。 
当組合の技術職員

松永大和が出場し、

輝く第 6 位に入賞し

ました。 

 

 

競
技
風
景 

 
 

審
査
風
景 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～食欲の秋～ 

～芸術の秋～ 
 

厳しい夏が終わり気温の低下と共に青々としていた木々が、鮮や

かな色へと移り変わり、山々が芸術的な色合いを見せる季節。そう、

日本の世界に誇れる季節｢秋｣になりました。秋の爽やかな気候を感

じながら、地籍調査事業を通じて、豊かな山を歩ける事に日々感謝

しております。 
 
 

=平成 25 年度地籍調査事業の完了報告= 
 

皆様のご協力のもと、平成 25 年度地籍 
調査事業は無事終了致しました。実績報告 
として、E 工程(立会、杭打)97ha 80 筆 
FG 工程(測量)65ha 56 筆、H 工程(地籍簿、 
地籍図の閲覧)65ha 182 筆を完了しました。 
 

=平成 26 年度地籍調査事業の概要= 

E 工程（立会、杭打）72ha 92 筆、見三合、天神沢、ユノサワ外、

FG 工程（測量）97ha 77 筆、H 工程（地籍簿、地籍図の閲覧）65ha 
56 筆 を実施しております。今年度も地籍調査事業を実施しており

ますので随時、報告して参ります。 
また、今年度について地籍調査の対象となった所有者様には案内

通知を発送してますので立会等ご協力をお願いいたします。 

 
発行／森町森林組合 

〒437-0208 静岡県周智郡森町三倉 826-2 
TEL : 0538-86-0211  FAX : 0538-86-0212 
E-Mail : jigyou@forest-morimachi.or.jp 

す ぎ 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 6,000 354 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 1,044 柱目 4 寸取 
20～ 13,000 1,716 中目 

4m 

14 10,000 780 桁目 3.5 寸取 
16～18 13,000 1,508 桁目 4 寸取 
20～22 14,000 2,464 中目 
24～28 16,500 4,455 中目 
30～34 17,000 6,970 二番玉節小 

6m 16～18 15,000 2,910 通し柱４寸 
20～22 16,000 4,620 通し柱太角 

ひのき 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 15,000 885 柱目 3.5 寸取 

16～18 19,000 1,653 柱目 4 寸取 
20～ 18,000 2,376 太角目 

4m 

14 16,000 1,248 土台目 3.5 寸取 
16～18 16,500 1,914 土台 4 寸取 
20～22 17,000 2,992 中目縁甲取 
24～28 21,000 5,670 中目 
30～34 21,000 8,610 二番玉節小 

6m 16～18 - - 通し柱４寸 
20～22 - - 通し柱太角 

森組からお知らせ 
●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が

生じた際には、組合員名簿及び出資

証券の名義変更等が必要となります

ので、御連絡下さい。 
 

●職員の組織体制について 

10月1日から業務分担を明確にし

てスムーズに事業が行われるように

職員の組織体制が変わりました。 

総括部長兼 

総務課長‥‥‥‥鈴木孝義 

 同経理係長‥‥‥加藤美幸 

 同庶務係‥‥‥‥舘山ももえ 

森林整備課長‥‥鈴木清之 

森林計画課長‥‥鈴木啓史 

同調査計画係長‥村山英人 

  技術職員‥‥‥‥三倉靖啓 

  技術職員‥‥‥‥松永大和 

  技術職員‥‥‥‥竹ノ内直人 

  技術職員‥‥‥‥中田尚利 

  技術職員‥‥‥‥山出哲聖 

 

●臨時休業について 
 11 月 21 日(金)に従業員親睦旅行

の為、臨時休業とさせて頂きます。

組合員皆様にはご迷惑をお掛けしま

すがよろしくお願いします。 

三木の森林だより 
～山のことなら何でも森町森林組合に～

～そして、 地籍調査 の秋～ 

 

 

 

 

 

 

事業説明会 

 

 

 

 

 

 

立会風景 

 

二
年
後
の
完
成
へ
向
け
て
森
林
組
合
が
伐
採
工
事
を
受
注 

購買情報 
今から山ではあちらこちら

にチェーンソーの音が鳴り

響きます。振動病予防のた

めにも振動軽減手袋を！ 
 
 
 
 
 
 
 
￥1,404 円(ｻｲｽﾞは M・L) 

 

磐
田
市
・
下
野
部
工
業
団
地
着
手 

新
東
名
高
速
道
路
が
す
ぐ

近
く
を
走
る
磐
田
市
下
野
部

（
旧
豊
岡
村
）
で
工
業
団
地

造
成
工
事
（
伐
採
面
積
は
約

二
十
五
㌶
）
の
伐
採
工
事
を

矢
作
建
設
工
業(

名
古
屋
市)

よ
り
受
注
し
ま
し
た
。 

現
在
は
調
整
池
が
完
成
す

る
ま
で
伐
採
作
業
を
一
時
中

断
し
て
い
ま
す
が
、
十
二
月

中
旬
か
ら
は
再
び
伐
採
作
業

が
始
ま
り
ま
す
。 

造
成
現
場
に
は
、
大
型
で

見
た
こ
と
も
な
い
機
械
が

稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
二
年

後
の
完
成
に
向
け
て
森
町

森
林
組
合
も
安
全
作
業
で

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。 

 

 

完成イメージ 

森
林
整
備
は
山
林
を
健
全
に
育
て
る
と
共
に
、
森
林

の
多
面
的
機
能
を
活
か
す
た
め
に
大
切
な
作
業 

 

今
年
度
も
折
り
返
し
に
差
し
掛
か
り
、
林
業
本
番

の
時
期
に
移
行
し
、
当
組
合
も
皆
様
の
大
切
な
山
林

に
つ
い
て
様
々
な
施
業
を
提
案
し
行
っ
て
い
ま
す
。

三
倉
地
区
の
治
山
事
業
を
始
め
・
森
林
環
境
保
全

直
接
支
援
事
業
・
し
ず
お
か
林
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
・
森
の
力
再
生
事
業
・
町
単
独
事
業
等
、

間
伐
面
積
約
百
十
㌶
、
作
業
道
開
設
約
四
千
五
百
㍍

特
に
、
成
熟
期
を
迎
え
た
森
林
が
増
加
す
る
中
、

木
材
生
産
を
し
な
が
ら
森
林
整
備
を
進
め
て
行
く

利
用
間
伐
は
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
が
現
在
進
行
中 

  

当
組
合
で
も
利
用
間
伐

に
積
極
的
に
取
り
組
み
昨

年
度
実
績
と
し
て
二
千
四

百
六
十
㎥
の
木
材
生
産
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
も
森
林
経
営
計
画

の
樹
立
を
進
め
る
と
共
に
、

生
産
コ
ス
ト
意
識
を
高
め

て
組
合
員
皆
様
に
喜
ん
で

頂
け
る
山
づ
く
り
を
進
め

て
行
く
予
定
で
す
。


